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1 まえがき
近年、60 GHz帯における近距離高速無線通信が注目されて

いる。60 GHz帯ではアンプでの消費電力が大きく、消費電力
削減が難しい。本研究では、受信機のミキサにカレントブリー
ディング手法を用いることにより必要な LOパワーを減らし、
従来に比べ消費電力を 10 mW削減し、面積を 40 %削減した。

2 カレントブリーディングミキサ
図 1に受信機全体のブロックダイアグラムを示す [1]。回路

面積と消費電力を抑えるためダイレクトコンバージョン方式
を採用している。
図 2にダウンコンバージョンミキサの回路図を示す。RF-LO

アイソレーションを高めるためにダブルバランスドミキサを採
用し、キャパシティブクロスカップル手法により安定性を確保
する [2]。また、必要な LOパワーを下げるためにカレントブ
リーディング手法を用いる。ミキサのスイッチング電流 Iswitch
は次式で表される。

Iswitch=
1
2
(Itail − Ibleed)−µCox

W
L

VLO

√
Itail − Ibleed

µCox
W
L

−VLO
2 (1)

LO側の電圧振幅が最大となるVLOsatは式 (1)の根号中が 0と
なるときであることから、次のようになる。
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よって、ブリーディングする電流 Ibleedを増やすことにより必
要な LOパワーを下げることが可能である。

3 結果
図 3に Current-bleedingを用いた場合と用いない場合におけ

る LOパワー特性のシミュレーション比較を示す。カレントブ
リーディングを用いない場合に比べ、10 dBm程度低い LOパ
ワーでミキサを駆動することが可能である。これにより、LO
Buf.の段数を減らし従来のものと比べ消費電力を 10 mW削減
し、全体の面積を 40 %削減した [3]。なお、受信機全体の消費
電力は 155 mW、面積は 1.96mm2である。
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図 2 Current-bleeding down-conversion mixer
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図 3 LO特性比較


